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６月～７月

　７月１日、中山地区で句碑除幕式が行われました。

　中山小学校駐車場に、妻鳥暁太郎先生の「書きもか

いて 素
そ う め ん

麺す丶る 青
あ お ゆ

柚の香」と、中山行進曲の石碑が建

てられ、また、永田三島神社に、渡部盛幹先生の「神
し ん え ん

苑の 

木洩日蒼き 五月かな」の句碑が建立されました。上岡

句碑建設委員長は、中山地区に２１基ある句碑をめぐる

などまちおこしになればとあいさつをしていました。

中山地区で句碑除幕式

　６月の第１・２・３土曜日、

灘町商店街でふれあい土曜

夜市が開催されました。

　たこ焼きやリンゴ飴など

の屋台がずらりと並び、地

元商店街からも、焼きそば

や綿あめ・クレープ、中山・

双海地区からは特産品の販売、また、伊予市の青年農業

者らは、スイートコーンを販売しており、詰め掛けた大

勢の方は、一夜のお祭りを楽しんでいました。

ふれあい
土曜夜市

　６月１４日、清野茂次氏（双海町串出身）が市長室を訪

れ、児童用図書の贈呈式が行われました。

　清野氏は、最近テレビ等で放送されている、学校の

図書が少ない現状を目にし、「市内の学校に置いてい

ただき、児童や生徒にたくさんの本を読んでもらいた

い。」と市長へ目録書が手渡されました。

　

清野茂次氏、図書を寄贈
五色姫海浜公園・ふたみシーサイド公園で海開き

　６月２４日、今シーズンの海の安全を祈願する海開きが五色姫海浜公園とふ

たみシーサイド公園で行われました。

　五色姫海浜公園では、安全祈願が行われた後、伊予灘を豊かな海にしようと

ぐんちゅう保育所の園児がヒラメの稚魚１，０００匹を放流。また、福まきも行わ

れ、多くの人が訪れました。

　ふたみシーサイド公園では、愛媛県地区スキューバダイビング安全対策協

議会３０人が、海水浴客に気持ちよく泳いでもらおうと海中清掃を行いました。

由並小学校児童の作文発表では、「きれいな夕日、大切な海をこれからもずっ

と守り続けたい」などと元気いっぱいに発表が行われました。アトラクショ

ンでは、琉球國祭り太鼓の演奏があり、勇ましい太鼓の演奏が披露されまし

た。

第２５回  唐川びわまつり

　６月２４日、唐川コミュニティセンターで、『第２５回唐川びわ

祭り』が開催されました。びわの直売コーナーでは、松山市か

ら訪れた夫婦が横浜に住む息子や友達にと、たくさんのびわ

を注文していました。また、試食コーナーでは、甘くておいし

いと笑顔で試食する家族連れの姿がありました。

　毎年恒例となったびわの種飛ばし大会では、未就学園児た

ちがステージから

思い切り種を飛ば

すなど、スタッフや

来場者すべてが楽

しむお祭りとなっ

ていました。

　７月５日から８日までの間、伊予ロータリークラブ

が、国際交流を目的として、アメリカのニュージャージ

ー州からの短期交換留学生の受け入れを行いました。

　留学生の２人は、伊予ロータリークラブ国際委員長

の新博文さんの自宅にホームステイし、そばうち体験

やふたみシーサイド公園など市内の名所を訪れたり、

交流会を行ったりと親睦を深めていました。

ニュージャージー留学生と交流

　７月５日、港南中学校で、伊予ライオンズクラブが例

会１０００回を記念して、日本地雷処理を支援する会愛媛

副支部長の井伊眞幸さんを招き、カンボジアの地雷問

題について講演が行われました。

　講演後、１年生の重森さんが、「カンボジアの子ども

が安心して暮らせる国になるよう、僕たちができるこ

とをがんばりたいです。」とお礼のあいさつをしました。

伊予ＬＣ１０００回例会記念講演

　平成１９年第２回（６月）伊予

市議会定例会において、伊予市

監査委員（議員のうちから選任

する委員）に、田中裕昭氏（米湊）

が選任されました。

　監査委員は、法令の定めるところにより、市の財務に

関する事務の執行及び経営に係る事業の管理につい

て監査を行います。

監査委員に
田中裕昭氏を選任


